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　本書は，「月刊 潤滑経済」の連載「トライボロジー講座（2011 年 1 月号～ 2014 年 5 月号まで掲載）」

（似内 昭夫 著）を再編集し，単行本化したものです。

　“技術者のための”トライボロジーとあるように，実務にあたる設計技術者や，設備技術者などの，

現場の技術者の皆様にトライボロジーを理解していただくことを趣旨としております。

　トライボロジーは技術の確立には不可欠な“科学と技術”です。すべての技術的な活動において摩

擦や摩耗は避けて通れない課題であり，これらの課題を主テーマとしているのがトライボロジーです。

　本書では，摩擦・摩耗のメカニズムや流体潤滑・境界潤滑・弾性流体潤滑，歯車や軸受など各種機

械要素におけるトライボロジー，潤滑剤・潤滑法の概論やメンテナンストライボロジー，トライボロジー

試験等々，トライボロジーの全体像を網羅的に分かりやすく解説しており，機械状態監視診断技術者

や機械保全技能士などの資格取得にも役立つ一冊となっております。
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